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大
隅
地
域
合
同
企
業
説
明
会

大
隅
地
域
合
同
企
業
説
明
会
が

12
月
19
日
、
平
和
公
園
串
良

平
和
ア
リ
ー
ナ
（
鹿
屋
市
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
説
明
会
は
、「
大
隅
地
域
人
財

確
保
・
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
あ
り
、
大
隅
地
域
の
市
町

と
県
が
協
力
し
て
広
域
的
な
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

若
年
層
に
お
け
る
地
元
企
業
の
認

知
度
向
上
や
地
元
企
業
へ
の
求
職

件
数
の
増
加
に
つ
な
げ
、
大
隅
地

域
の
産
業
を
支
え
る
人
財
の
確
保
・

育
成
を
通
じ
た
人
手
不
足
の
緩
和

と
地
域
内
の
産
業
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
垂
水
高
等
学
校
の
生
徒

25
人
、
垂
水
市
内
企
業
の
５
社
が

参
加
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
、
地
元
の
企
業
に
触
れ
る
い
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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社 会 教 育 課 社 会 教
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令
和
５
年
度
第
２
回

垂
水
市
人
権
教
育
研
修
会令

和
５
年
度
第
２
回
垂
水
市
人

権
教
育
研
修
会
が
11
月
21
日
、

垂
水
市
市
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
人
権
問
題
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、

身
近
な
人
権
問
題
に
「
気
づ
く
」
人

権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
鹿
児
島
県
人
権
同
和

対
策
課
人
権
研
修
推
進
員
の
常
深

透と
お
る

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
人
と
し
て
の
在

り
方
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
い
い
機

会
と
な
っ
た
」、「
人
権
感
覚
を
見
つ

め
な
お
す
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど
の

前
向
き
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
今
後
も
、
お
互
い
を
尊

重
し
、
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
正
し
い
人
権
教
育
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

綱を引いて、絆を深める
▲ 外国人の方々も一生懸命、綱を引いていました

◎国体推進課国体推進係
☎ 32-7070

た
る
み
ず
綱
引
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
、
12
月
２
日
、
垂

水
中
央
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
８

月
に
開
催
さ
れ
た
「
燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
」
の
公
開
競
技
で

あ
っ
た
「
綱
引
競
技
」
の
魅
力
を

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
市
内
の
事
業
所
で

働
い
て
い
る
外
国
人
の
方
々
の
交

流
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
の
児
童
や
家
族
、

市
内
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
外

国
人
の
方
等
、
18
チ
ー
ム
１
２
８
人

が
参
加
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
力
い
っ
ぱ
い
に
綱
を
引
き
、
真

剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

たるみず綱引フェスティバル

▲ 柊原小学校の皆さん ▲ 協和小学校の皆さん

部門 チーム名

小学下学年 協和 A

小学上学年 柊原 A

育成・一般 新城レッドオニオン

● 各分門の優勝チーム
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